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　本学は、株式会社ビズリーチ（渋谷区）と生田キャンパス10号館「ホワ

イエ」の施設命名権（ネーミングライツ）の事業契約を結んだ。施設の愛

称は「BizReach CAMPUS LOUNGE」。本学として初めてのネーミングラ
イツ施設になり、ビズリーチ側も私大との締結は初めて。

　「BizReach CAMPUS 
LOUNGE」は10号館４階に
あり、自習や飲食、コミ

ュニケーションなどで多

くの学生が利用している。

　ネーミングライツ・パ

ートナーとなるビズリー

チは、ＯＢ・ＯＧ訪問ネ

ットワークサービスの「ビ

ズリーチ・キャンパス」

や転職サイトの「ビズリー

チ」など、働き方の未来を支えるさまざまなインターネットサービスを展

開。本学は今年７月、「ビズリーチ・キャンパス for 専修大学」を導入。

それぞれの学生の志向性にあった卒業生を検索、オンラインでＯＢ・ＯＧ

訪問を行うことができ、低年次から社会人の先輩の話を聞ける。

　「BizReach CAMPUS LOUNGE」の愛称を通じて、ビズリーチ・キャン
パスの周知をはかり、ＯＢ・ＯＧとの出会いの創出によって新たな人生の

選択肢を知るきっかけを提供することを目指し、本契約に至った。

　10月６日にはビズリーチの担当者が生田キャンパスを訪問。佐々木重人

学長、閑念文博キャリアセンター事務部長らと懇談した。佐々木学長は

「学生には夢の実現のため、このラウンジをチャレンジするためのきっか

けの場所としてほしい」と話した。
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本
学
が
実
施
し
て
い
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
Ｓ
ｉ
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
が
２
０
２
３
年
度
文
部
科
学
省
「
数
理
・

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
に
認
定
さ
れ
た
。

　
認
定
を
受
け
た
の
は
全
学
部
全
学
科
の
「
基

礎
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
」
と
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

情
報
学
部
で
実
施
し
て
い
る
「
応
用
基
礎
レ
ベ

ル
」。

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
近
年
急
速
に
進
み
つ

つ
あ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

が
駆
動
す
る
超
ス
マ
ー
ト
社
会
を
生
き
抜
く
力

を
身
に
つ
け
、
社
会
の
諸
課
題
を
解
決
す
る
手

段
の
一
つ
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
本
学
が
標
榜
す
る
「
社
会
知
性

（Socio-Intelligence

）
の
開
発
」
の
一
翼

を
担
う
。

　
Ｓ
ｉ
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
２
０
２
２
年
度
の
全
学
部
新
入
生
を
対
象

に
、
基
礎
的
な
知
識
を
学
ぶ
「
基
礎
リ
テ
ラ
シ

ー
レ
ベ
ル
」
が
ス
タ
ー
ト
。
同
時
に
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
情
報
学
部
で
は
、
更
に
深
く
学
ぶ
「
応
用

基
礎
レ
ベ
ル
」
を
開
講
。
今
年
度
は
全
学
部
で

応
用
基
礎
レ
ベ
ル
が
始
ま
り
、
来
年
度
、
文
部

科
学
省
に
申
請
を
予
定
し
て
い
る
。

　
２
０
２
３
年
は
日
越
外
交

関
係
樹
立
50
周
年
に
あ
た

り
、
14
、
15
日
に
開
催
さ
れ

た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
日
越
両
国
か
ら
20
を
超

え
る
研
究
報
告
が
な
さ
れ
、

両
国
の
研
究
協
力
と
相
互
理

解
に
寄
与
し
た
。

　
開
会
式
に
お
い
て
佐
々
木

学
長
は
日
本
側
の
代
表
の
一

人
と
し
て
、
駐
越
日
本
大
使

ら
に
続
い
て
あ
い
さ
つ
を
行

っ
た
。
日
越
友
好
の
意
義
を

述
べ
、
本
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
成
功
と
、
日
越
両
国
の

友
好
関
係
の
ま
す
ま
す
の
発

展
を
祝
し
た
。

　
佐
々
木
学
長
と
松
木
理
事

長
は
14
日
午
後
、
Ｕ
Ｓ
Ｓ
Ｈ

の
ラ
イ
・
ク
オ
ッ
ク
・
カ
ン
副

学
長
や
、
Ｕ
Ｓ
Ｓ
Ｈ
東
洋
学

部
日
本
学
科
の
教
員
ら
と
の

会
見
に
臨
ん
だ
。
本
学
と
Ｕ

Ｓ
Ｓ
Ｈ
と
の
提
携
関
係
は
25

年
以
上
に
わ
た
る
。
会
見
で

は
協
定
を
結
ぶ
際
に
担
当
者

と
し
て
来
越
し
た
松
木
理
事

長
の
経
験
な
ど
が
披
露
さ
れ

た
。

　
15
日
は
社
研
と
Ｖ
Ａ
Ｓ
Ｓ
・

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｓ
が
共
催
し
、
多
く

の
本
学
教
員
が
研
究
報
告
を

行
っ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
参
加
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
後
に
は
歓
迎
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
、
そ
の
冒
頭

に
松
木
理
事
長
が
10
年
前
に

行
わ
れ
た
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
参
加
し
た
経
験
に
触
れ

て
、
Ｖ
Ａ
Ｓ
Ｓ
・
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｓ

と
専
修
大
学
の
交
流
の
深
さ

に
言
及
し
た
。

　
16
日
に
は
Ｖ
Ａ
Ｓ
Ｓ
の
フ

ァ
ン
・
チ
ー
・
ヒ
ュ
ー
院
長
、

チ
ャ
ン
・
ホ
ア
ン
・
ロ
ン
Ｉ
Ｎ

Ａ
Ｓ
所
長
代
理
、
グ
エ
ン
・

ド
ゥ
ッ
ク
・
ビ
ン
社
会
学
研

究
所
（
Ｉ
Ｏ
Ｓ
）
所
長
な
ど

Ｖ
Ａ
Ｓ
Ｓ
の
幹
部
と
の
会
見

に
臨
ん
だ
。
Ｖ
Ａ
Ｓ
Ｓ
は
人

文
社
会
科
学
と
国
際
関
係
全

般
に
関
す
る
学
術
的
な
研
究

を
行
う
と
と
も
に
、
政
府
に

提
言
や
助
言
を
行
う
巨
大
な

政
府
系
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ

る
。
10
年
以
上
に
わ
た
る
Ｉ

Ｎ
Ａ
Ｓ
と
社
研
、
Ｉ
Ｏ
Ｓ
と

本
学
社
会
知
性
開
発
研
究
セ

ン
タ
ー
、
そ
し
て
Ｖ
Ａ
Ｓ
Ｓ

全
体
と
専
修
大
学
と
の
提
携

関
係
が
確
認
さ
れ
、
今
後
の

更
な
る
関
係
強
化
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
た
。

　
会
見
後
Ｖ
Ａ
Ｓ
Ｓ
傘
下
の

研
究
機
関
の
一
つ
で
あ
る
ベ

ト
ナ
ム
民
族
学
博
物
館
を
館

長
ほ
か
大
勢
の
ス
タ
ッ
フ
の

案
内
で
見
学
し
た
。
ベ
ト
ナ

ム
に
お
け
る
民
族
文
化
の
多

様
性
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け

る
ベ
ト
ナ
ム
の
位
置
な
ど
が

分
か
り
や
す
く
展
示
、
解
説

さ
れ
て
い
た
。

　
短
い
訪
問
で
あ
っ
た
が
、

専
修
大
学
の
学
長
、
理
事
長

が
そ
ろ
っ
て
Ｕ
Ｓ
Ｓ
Ｈ
や
Ｖ

Ａ
Ｓ
Ｓ
な
ど
ベ
ト
ナ
ム
を
代

表
す
る
研
究
・
教
育
機
関
を

訪
問
す
る
こ
と
の
意
義
は
大

き
く
、
現
在
急
速
な
発
展
を

遂
げ
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
と
の

国
際
交
流
の
な
お
一
層
の
深

化
が
期
待
さ
れ
る
。

 

（
２
面
に
関
連
記
事
）

ベトナム民族学博物館の屋外展示家屋の前で、

ＶＡＳＳ副院長、民族学博物館館長らと

開
会
式
で
あ
い
さ
つ
す
る
佐
々
木
学
長

レセプションであいさつ

する松木理事長

シンポジウム２日目開会式で

文科省「数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度」に認定文科省「数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度」に認定

佐
々
木
学
長

松
木
理
事
長

ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問

　
佐
々
木
重
人
学
長
と
松
木
健
一
理
事
長
が
、
９
月
13
日
か
ら
17
日
に
か
け
て
、
ベ

ト
ナ
ム
の
首
都
ハ
ノ
イ
を
訪
問
し
た
。
主
要
な
目
的
は
、
ベ
ト
ナ
ム
社
会
科
学
院

（
Ｖ
Ａ
Ｓ
Ｓ
）
東
北
ア
ジ
ア
研
究
所
（
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｓ
）
と
専
修
大
学
社
会
科
学
研
究
所
、

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）、
国
際
交
流
基
金
が
共
催
し
て
行
っ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
日
越
関
係
50
年
‥
過
去
・
現
在
・
将
来
」
に
出
席
す
る
た
め
で
あ
る
。
佐
々

木
学
長
と
松
木
理
事
長
は
、
ベ
ト
ナ
ム
国
家
大
学
（
Ｖ
Ｎ
Ｕ
）
ハ
ノ
イ
人
文
社
会
科

学
大
学
（
Ｕ
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
副
学
長
と
の
会
見
、
Ｖ
Ａ
Ｓ
Ｓ
院
長
ら
と
の
会
見
、
民
族
学

博
物
館
の
見
学
な
ど
多
忙
な
日
程
を
こ
な
し
た
。

日
越
関
係
50
年
記
念 

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加

▲海外留学・国際交流フェア
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左
か
ら
閑
念
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
部
長
、

佐
々
木
学
長
、
ビ
ズ
リ
ー
チ
の
担
当
者

対
象
：
全
学
部（
２
０
２
２
年
度
以
降
入
学
者
）

認
定
有
効
期
限
：
２
０
２
８
年
３
月
31
日

対
象
：
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

�
（
２
０
１
９
年
度
以
降
入
学
者
）

認
定
有
効
期
限
：
２
０
２
８
年
３
月
31
日




